
九州ガス

燃
転
、顧
客
満
足
に
成
果

品
質
を
高
め
た
「
５
Ｓ
運
動
」

パ
ー
メ
ー
タ
ー
増
へ
大
号
令

仕
事
の
結
果
は「
作
品
」

九
州
ガ
ス
の
最
大
の
課
題
は
、
九
州
地
区
で
中
位
だ
っ
た
パ
ー
メ
ー
タ
ー
（
１
需
要
家
当
た
り
ガ
ス
販
売
量
）
引
き
上
げ
だ
っ
た
。
そ
の
た
め

諫
早
支
店
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
「
供
給
エ
リ
ア
内
で
給
湯
に
灯
油
や
電
気
を
使
っ
て
い
る
一
戸
建
て
住
宅
の
燃
料
転
換
」
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞

っ
た
営
業
を
推
進
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
ま
た
、
仕
事
の
結
果
を
「
作
品
」
と
呼
び
、
工
事
の
仕
上
が
り
品
質
向
上
に
取
り
組
み
、

顧
客
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
取
り
組
み
は
何
を
き
っ
か
け
に
生
ま
れ
、
ど
う
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
聞
い
た
。

諫
早
市
は
長
崎
市
、
佐
世
保

市
に
次
ぐ
長
崎
県
第
３
の
都
市

だ
が
、
市
内
に
は
複
数
の
工
業

団
地
が
あ
り
、
製
造
品
出
荷
額

は
県
内
一
。
農
業
も
盛
ん
だ
。

長
崎
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
発
展
し
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
総
じ
て
元
気
な
地
域
だ
。

た
だ
、
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
な
ど

省
エ
ネ
型
の
ガ
ス
機
器
の
普
及

が
進
む
中
で
、
パ
ー
メ
ー
タ
ー

は
減
少
基
調
が
続
い
て
い
た
。

２
０
１
０
年
頃
の
日
本
ガ
ス
協

会
の
月
次
調
査
で
は
、
同
社

（
３
支
店
合
計
）
は
九
州
地
域

の
ガ
ス
事
業
者
２８
社
中
、
中
位

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
経
営
層

は
こ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を

持
ち
、
パ
ー
メ
ー
タ
ー
ア
ッ
プ

を
全
社
的
目
標
と
し
て
大
号
令

を
掛
け
た
。
特
に
、
メ
イ
ン
の

供
給
区
域
で
あ
る
諫
早
地
区
を

重
点
地
域
に
指
定
し
、
そ
れ
ま

で
試
み
た
こ
と
の
な
い
方
法
を

含
め
戦
略
を
考
え
た
。

諫
早
支
店
の
家
庭
用
顧
客
件

数
は
約
２
万
件
。
多
く
は
戸
建

て
だ
。
コ
ン
ロ
で
は
ガ
ス
を
使

用
し
て
い
る
が
、
給
湯
で
は
灯

油
や
電
気
温
水
器
を
使
う
ユ
ー

ザ
ー
が
、
そ
の
う
ち
１
割
の
約

２
０
０
０
件
。
そ
こ
に
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
り
込
ん
だ
。

山
下
武
司
諫
早
支
店
次
長
は

言
う
。「
古
く
か
ら
の
農
家
は

住
宅
敷
地
が
広
く
、
ス
ペ
ー
ス

を
取
る
灯
油
給
湯
器
や
電
気
温

水
器
を
使
っ
て
い
る
方
が
多

い
。
そ
う
し
た
方
も
都
市
ガ
ス

の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
選

ん
で
も
ら
え
る
と
考
え
た
」。

Ｐ
Ｒ
は
が
き
と

展
示
会
を
連
動

タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
に
都
市
ガ

ス
の
魅
力
を
ど
う
伝
え
る
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
に
挑
戦
し
、

失
敗
も
し
た
中
で
「
Ｐ
Ｒ
は
が

き
と
展
示
会
を
連
動
さ
せ
る
」

方
法
が
最
も
効
果
が
あ
る
と
分

か
っ
た
。

「
取
り
組
み
開
始
時
の
１１
年

頃
は
、
展
示
会
の
時
期
と
関
係

な
く
封
書
で
ち
ら
し
を
送
っ
た

が
、
わ
ざ
わ
ざ
中
を
見
る
顧
客

は
少
な
く
、
反
応
は
わ
ず
か
数

件
だ
っ
た
」（
山
下
次
長
）

ち
ら
し
を
、
封
書
か
ら
は
が

き
に
変
え
、
展
示
会
に
持
参
す

れ
ば
ガ
ス
機
器
を
割
引
価
格
で

購
入
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
展

示
会
の
開
催
は
年
１
回
か
ら
４

回
に
増
や
し
た
。
す
る
と
展
示

会
の
来
場
者
が
目
に
見
え
て
増

え
始
め
た
。
ガ
ス
の
魅
力
を
伝

え
る
機
会
が
増
え
た
。

「
灯
油
と
違
い
給
油
の
手
間

が
な
い
こ
と
や
騒
音
が
少
な

い
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
取
ら
な

い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
見
え
る

化
し
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
こ
と

が
功
を
奏
し
た
」（
山
下
次
長
）

こ
の
結
果
、
１３
～
１５
年
度
に

年
間
約
１
０
０
件
の
燃
転
客
獲

得
目
標
を
ク
リ
ア
し
た
。

同
社
は
、
個
別
の
機
器
の
販

売
価
格
に
つ
い
て
、
課
長
ク
ラ

ス
が
機
動
的
に
判
断
で
き
る
よ

う
社
内
ル
ー
ル

を
つ
く
っ
た
。

諫
早
支
店
お
客

様
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
サ
ー
ビ

ス
係
の
竹
野
将

氏
は
「
商
談
中

の
お
客
さ
ま
へ
の
対
応
が
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
。
パ
ー
メ
ー

タ
ー
増
加
に
貢
献
で
き
て
い
る

実
感
も
あ
る
。
営
業
現
場
の
士

気
は
上
が
っ
て
い
る
」
と
語

る
。
対
象
顧
客
数
が
減
っ
た

分
、
１６
年
度
は
目
標
に
到
達
し

な
か
っ
た
が
、
巻
き
返
し
に
自

信
を
見
せ
た
。

九
州
ガ
ス
は
並
行
し
て
、
工

事
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

ガ
ス
機
器
設
置
工
事
の
仕
上
が

り
を
、
顧
客
目
線
で
美
し
く
す

る
「
美
観
ア
ッ
プ
」
作
戦
だ
。

仕
事
の
結
果
を
「
作
品
」
と
呼

ぶ
、
栗
林
宏
光
社
長
の
「
口
ぐ

せ
」
を
グ
ル
ー
プ
内
の
工
事
会

社
「
九
州
テ
ク
ノ
」
な
ど
を
含

め
た
「
社
是
」に
昇
格
さ
せ
た
。

河
野
義
樹
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

部
部
長
は
、「
目
指
す
の
は
、

お
客
さ
ま
の
住
宅
の
資
産
価
値

向
上
。
そ
こ
ま
で
い
け
ば
、
口

コ
ミ
で
当
社
の
受
注
を
増
や
す

こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
語
る
。

機
器
の
設
置
位
置
、
配
管
カ

バ
ー
、
配
管
の
取
り
回
し
、
コ

ー
キ
ン
グ
の
表
面
処
理
な
ど
、

小
さ
な
こ
と
に
も
一
手
間
を
掛

け
る
。
工
事
終
了
後
の
美
観
は

大
き
く
変
わ
っ
た
。

社
長
ク
レ
ー
ム
が
転
機

実
は
こ
の
作
戦
は
「
社
長
の

ク
レ
ー
ム
」
が
き
っ
か
け
。

「
私
は
１５
年
に
、
栗
林
社
長

宅
の
ガ
ス
給
湯
器
の
設
置
工
事

を
担
当
し
た
。
い
つ
も
通
り
の

工
事
を
し
た
が
、
配
管
の
取
り

回
し
や
壁
穴
の
コ
ー
キ
ン
グ
の

仕
上
げ
が
汚
い
な
ど
幾
つ
も
の

ク
レ
ー
ム
を
受
け
た
。
そ
こ

で
、
工
期
短
縮
な
ど
施
工
側
に

合
理
性
の
あ
る
工
事
で
も
お
客

さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
な

い
こ
と
が
あ
る
と
気
付
い
た
。

今
で
は
反
省
し
て
い
る
」（
松

尾
征
幸
開
発
グ
ル
ー
プ
課
長
）

同
社
の
や
り
方
は
徹
底
し
て

い
る
。
工
事
を
含
む
仕
事
の
結

果
を
「
作
品
」
と
呼
ぶ
考
え
を

社
是
と
し
、
そ
れ
を
書
い
た
カ

ー
ド
を
社
員
全
員
が
常
に
携

帯
。
全
工
事
の
施
工
前
後
の
写

真
を
社
内
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て

共
有
し
、
工
事
担
当
以
外
も
含

め
全
員
が
良
い
点
や
改
善
提
案

を
コ
メ
ン
ト
す
る
の
だ
。

工
事
終
了
後
に
管
理
職
が
顧

客
宅
を
訪
問
し
、
工
事
状
況
を

現
地
で
チ
ェ
ッ
ク
。
特
に
美
観

に
優
れ
た
施
工
を
し
た
社
員
や

有
用
な
コ
メ
ン
ト
を
し
た
社
員

に
は
「
社
長
賞
」
を
出
す
。
山

下
次
長
も
顧
客
を
訪
ね
て
い
る

が
「
美
観
向
上
の
取
り
組
み
の

効
果
も
あ
り
、
お
客
さ
ま
の
当

社
工
事
へ
の
評
価
は
少
し
ず
つ

高
ま
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

同
社
が
工
事
美
観
向
上
に
取

り
組
ん
だ
直
接
の
き
っ
か
け
は

先
ほ
ど
紹
介
し
た
社
長
の
ク
レ

ー
ム
だ
が
、
原
点
は
「
５
Ｓ
運

動
」
だ
。
最
初
は
グ
ル
ー
プ
の

工
事
会
社
、
九
州
テ
ク
ノ
が
１４

年
度
に
取
り
組
み
、
非
常
に
良

い
結
果
を
生
ん
だ
。
１５
年
度
に

は
九
州
ガ
ス
も
導
入
し
た
。

５
Ｓ
と
は
整
理
、
整
頓
、
清

掃
、
清
潔
、
し
つ
け
の
こ
と
。

中
小
製
造
業
を
中
心
に
し
た
経

営
改
善
の
取
り
組
み
の
一
つ

だ
。
取
り
組
み
始
め
た
当
時
、

若
手
社
員
を
中
心
に
顧
客
と
の

接
点
の
質
が
落
ち
て
い
た
こ
と

が
社
内
問
題
に
な
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
で
は
自
由
化
時
代
に

顧
客
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
質
は
保
て
な
い
と
考
え
た
。

研
修
等
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
大

き
か
っ
た
が
、
長
い
目
で
見
れ

ば
プ
ラ
ス
。
ガ
ス
の
全
面
自
由

化
ま
で
に
準
備
は
整
っ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
」（
河
野

部
長
）
と
話
す
。

営
業
の
最
前
線
に
立
つ
竹
野

氏
も
「
社
内
の
士
気
と
ス
キ
ル

が
向
上
し
た
。
自
由
化
で
誰
が

攻
め
て
き
て
も
、
負
け
る
気
が

し
な
い
」
と
自
信
に
あ
ふ
れ
た

表
情
だ
。
生
き
残
り
の
掛
か
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
で
の
競
争

に
向
け
、
九
州
ガ
ス
は
準
備
万

端
と
言
え
そ
う
だ
。

館林市では 4月から 5月にかけて花と緑のフェスティ

バルが開かれます。今年も 5月末まで「緑いっぱい花が

ほほえむ館林」をテーマに館林駅から駅前通り、市役所

周辺にかけてたくさんの花と緑が飾られます。さまざま

な花の競演が楽しめるこの季節。市役所前のガス燈も色

鮮やかなツツジと新緑に囲まれて、華やかに輝きます。

【九州ガスのプロフィール】

○本社＝長崎県諫早市幸町

○創業＝1959 年（前身の諫早ガ

ス） ○社長＝栗林宏光 ○供

給区域＝諫早支店（諫早市）、大

村支店（長崎県大村市）、八代支

店（熊本県八代市） ○需要家件

数＝4万 8800 件(2016 年度見込

み。普及率 60%) ○グループ会

社＝14 年 4 月にグループ会社の

経営管理を担う九州ガスホール

ディングスを設立。九州ガス、九

州テクノ、九州ガスエネルギーを

同社の傘下に置く体制とした。
竹野氏

山下次長

割引券付きはがき

松尾課長

ＰＲはがきが奏功し「ガスまつり」に人が集まった

河野部長

他燃料機器からの切り替え件数

館林市役所（群馬県館林市）

社
員
が
携
帯
し
て
い
る

「
社
是
」
の
カ
ー
ド

施工前

施工後

施工前

施工後

撮影：川村典幸

（毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞日8月5（平成29年）年2017日本ガス協会のページ9

鳥取ガス

地
域
経
済
循
環
の
要
に

総
合
エ
ネ
化
を
地
域
密
着
で

鳥
取
ガ
ス

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ

森
田
裕
一
部
長

鳥
取
ガ
ス
産
業

リ
ビ
ン
グ
推
進
グ
ル
ー
プ

高
田

永
部
長

担
当
部
長
に
聞
く

ク
ラ
ウ
ド
活
用
し
部
署
間
連
携

名
を
捨
て
実
を
取
る
戦
略

鳥
取
ガ
ス
は
昨
年
度
か
ら
、
家
庭
用
電
力
販
売
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
開
始
し
、
新
サ
ー
ビ
ス
を
六
つ
に
拡
大
し
た
。
供

給
エ
リ
ア
に
お
け
る
人
口
減
少
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
競
争
激
化
に
備
え
た
も
の
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
に
当
た
っ
て
、
大
き
な
こ
だ
わ
り
が

あ
っ
た
。
地
域
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
を
、
地
元
企
業
と
提
携
し
て
行
い
、
地
域
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
に
す
る
。
そ
の
先
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
点
の
企
業
と
し
て
「
地
域
経
済
循
環
の
要
」
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
だ
。

鳥
取
ガ
ス
は
、
２
０
１
５
年

８
月
設
立
の
「
と
っ
と
り
市
民

電
力
」
を
核
に
電
力
事
業
を
行

っ
て
い
る
。鳥
取
ガ
ス
９０
％
、鳥

取
市
１０
％
出
資
の
と
っ
と
り
市

民
電
力
は
電
源
は
持
た
ず
、
主

に
地
産
地
消
電
力
を
調
達
す
る

小
売
電
気
事
業
者
。
昨
年
２
月

に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
。

大
谷
保
雄
と
っ
と
り
市
民
電

力
部
長
（
鳥
取
ガ
ス
か
ら
出

向
）
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産

地
消
に
よ
る
街
づ
く
り
を
掲
げ

る
市
と
、
電
力
参
入
を
創
業
以

来
の
悲
願
と
す
る
鳥
取
ガ
ス
の

考
え
が
一
致
し
た
」
と
い
う
。

昨
年
４
月
か
ら
市
の
施
設
に
高

圧
電
力
を
販
売
。
家
庭
等
の
低

圧
は
、
鳥
取
ガ
ス
と
鳥
取
ガ
ス

産
業
が
取
次
店
と
な
り
、「
と

り
ガ
ス
電
気
」
と
し
て
販
売
し

て
い
る
。

市
は
電
気
代
を
節
約
で
き
、

さ
ら
に
と
っ
と
り
市
民
電
力
か

ら
税
収
を
得
ら
れ
る
。
域
外
か

ら
電
力
を
買
え
ば
収
益
は
域
外

に
流
出
す
る
が
、
地
域
で
資
金

を
循
環
さ
せ
れ
ば
、
地
域
の
経

済
に
波
及
効
果
が
出
る
。
と
っ

と
り
市
民
電
力
は
、
市
と
い
う

安
定
顧
客
を
土
台
に
低
圧
電
力

市
場
等
に
参
入
で
き
る
。

昨
年
１０
月
に
鳥
取
ガ
ス
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
発
電
を
開
始

し
、
と
っ
と
り
市
民
電
力
の
調

達
の
３
～
４
割
を
占
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
学
校
な
ど
販
売
先

の
公
共
施
設
は
、
１７
年
度
に
は

契
約
電
力
規
模
で
１
年
前
の
１

・
５
倍
に
増
え
た
。

提
供
サ
ー
ビ
ス
全
般
の
調
整

を
行
っ
て
い
る
谷
本
亮
平
鳥
取

ガ
ス
経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
課
長

は
、「
ご
家
庭
へ
の
訪
問
営
業

や
電
話
営
業
で
も
、
と
り
あ
え

ず
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
。
改

め
て
都
市
ガ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
力

の
高
さ
を
実
感
し
た
。
ち
ら
し

も
一
貫
し
て
わ
か
り
や
す
さ
を

追
求
し
た
の
が
奏
功
し
た
」
と

す
る
。

六
つ
の
新
サ
ー
ビ
ス

鳥
取
ガ
ス
は
昨
年
４
月
以

降
、
と
り
ガ
ス
電
気
、
と
り
ガ

ス
電
気
の
派
生
サ
ー
ビ
ス
の
家

庭
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

（
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）「
と
り
ガ
ス
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
」、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
サ
ー
ビ
ス
「
と
り
ガ
ス

光
」、
そ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
で
Ｐ

Ｃ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど

の
「
と
り
ガ
ス
光
マ
ル
チ
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
」、
同
じ
く
オ
プ
シ

ョ
ン
の
「
と
り
ガ
ス
光
遠
隔
サ

ポ
ー
ト
」
を
開
始
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
利
用
で
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま

る
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
会
員
サ

ー
ビ
ス
」
も
今
年
４
月
に
ポ
イ

ン
ト
提
携
先
を
大
幅
拡
大
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。
こ
れ
ら

六
つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん
ど

は
、
地
域
に
お
金
を
落
と
す
た

め
地
元
企
業
と
の
連
携
を
基
本

と
し
て
い
る
。

と
り
ガ
ス
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
は
家
庭

用
電
力
と
同
じ
昨
年
１２
月
に
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
が
提
供
す
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
機
能
付
き
Ｔ
Ｖ
用

ネ
ッ
ト
端

末
「
光
Ｂ
Ｏ
Ｘ
＋

（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
版
）」
を
レ
ン
タ
ル

し
、
Ｔ
Ｖ
モ
ニ
タ
ー
や
ス
マ
ホ

を
通
じ
電
力
の
見
え
る
化
や
家

電
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
制
御
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
森
田

裕
一
鳥
取
ガ
ス
経
営
企
画
グ
ル

ー
プ
部
長
は
、
同
サ
ー
ビ
ス
の

狙
い
を
こ
う
話
す
。

「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
は
住

宅
販
売
で
一
定
の
需
要
が
あ

る
。
地
場
工
務
店
に
当
社
の
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
も

ら
え
ば
、
自
前
の
サ
ー
ビ
ス
を

持
つ
大
手
に
見
劣
り
し
な
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」

一
方
、
と
り
ガ
ス
光
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
が
通
信
回
線
を
卸
提

供
す
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ

デ
ル
を
活
用
し
た
が
、
契
約
時

の
顧
客
サ
ポ
ー
ト
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
の
系
列
と
せ
ず
、
地
元
専

門
業
者
を
探
し
、
２
種
類
の
オ

プ
シ
ョ
ン
の
実
施
と
併
せ
て
委

託
し
た
。「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
よ

り
も
安
く
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
、
地
元
に
お
金
が
落
ち

る
」（
森
田
部
長
）
と
話
す
。

―
営
業
情
報
を
共
有
す
る
た

め
、
ク
ラ
ウ
ド
型
の
業
務
支
援

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

森
田

米
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー

ス
社
の
汎
用
品
の
基
本
的
な
機

能
を
使
っ
て
、
自
社
用
の
シ
ス

テ
ム
を
作
っ
た
。
割
り
切
っ

て
、
既
存
の
ガ
ス
Ｃ
Ｉ
Ｓ
（
顧

客
管
理
シ
ス
テ
ム
）
と
は
連
動

さ
せ
ず
、
時
間
を
か
け
ず
に
作

る
こ
と
が
で
き
た
。

―
新
規
顧
客
獲
得
時
に
ど
う

連
携
し
て
い
る
の
か
。

森
田

獲
得
し
た
お
客
さ
ま

の
情
報
を
、
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ

ム
に
全
て
集
約
し
て
い
る
。

日
々
の
顧
客
獲
得
情
報
を
、
か

つ
て
は
エ
ク
セ
ル
で
ま
と
め
て

い
た
が
不
要
に
な
っ
た
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
で
日
々
の
獲
得
総

数
、
人
別
、
地
区
別
の
獲
得
数

が
出
て
く
る
。例
え
ば
、ど
の
営

業
マ
ン
が
何
月
何
日
に
電
気
の

契
約
を
取
り
、
何
日
に
ど
の
事

務
員
が
書
面
に
起
こ
し
た
か
が

一
目
で
分
か
る
。
誰
か
が
取
っ

て
き
た
案
件
を
放
置
し
て
い
る

と
、
自
動
的
に
次
の
人
に
業
務

を
進
め
る
よ
う
警
告
が
出
る
。

―
Ｃ
Ｉ
Ｓ
と
連
動
し
て
い
な

い
の
は
不
便
で
は
な
い
か
。

森
田

顧
客
の
支
払
い
履
歴

が
見
え
な
い
点
や
、
販
売
量
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
ら
れ
な
い

点
な
ど
不
自
由
も
あ
る
。
た
だ

営
業
の
現
場
で
は
、
そ
こ
ま
で

の
情
報
は
必
要
が
な
い
と
割
り

切
っ
た
。
業
務
委
託
先
の
協
力

会
社
も
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
お
り
、
協
力
会
社
を
当
社
の

Ｃ
Ｉ
Ｓ
に
取
り
込
ま
ず
に
情
報

共
有
で
き
る
の
が
メ
リ
ッ
ト

だ
。

―
営
業
の
現
場
で
は
ど
う
使

っ
て
い
る
の
か
。

高
田

地
図
に
顧
客
情
報
が

プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
て
お
り
、
例
え

ば
ガ
ス
使
用
量
な
ど
の
属
性
か

ら
す
ぐ
に
顧
客
を
検
索
で
き

る
。
こ
れ
ま
で
は
オ
フ
ィ
ス
で

資
料
を
作
っ
て
持
参
し
た
が
、

不
要
に
な
っ
た
。
問
題
点
は
現

場
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
と
調
整
し

て
改
善
し
て
い
く
。

―
営
業
マ
ン
に
は
ス
マ
ホ
が

苦
手
な
人
が
い
そ
う
だ
。

高
田

私
自
身
は
ス
マ
ホ
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
慣
れ

る
ま
で
１
カ
月
く
ら
い
か
か
っ

た
が
、
今
は
使
わ
な
い
と
仕
事

が
で
き
な
い
。
若
い
人
は
あ
っ

と
い
う
間
に
対
応
し
た
。

森
田
部
長
は
、「
こ
れ
ら
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
気
に
開
始
す
る

に
は
、
名
を
捨
て
実
を
取
る
割

り
切
り
が
必
要
だ
っ
た
」
と
話

す
。電

力
販
売
に
つ
い
て
は
、
鳥

取
ガ
ス
本
体
は
小
売
電
気
事
業

者
に
登
録
し
て
い
な
い
。「
最

終
判
断
ま
で
に
議
論
を
重
ね

た
。
電
力
参
入
は
創
業
以
来
の

悲
願
。
そ
の
た
め
当
初
は
自
社

登
録
を
目
指
し
て
い
た
が
、
鳥

取
市
と
の
協
業
を
進
め
る
中

で
、
今
の
形
の
方
が
合
理
性
が

あ
る
と
の
判
断
が
勝
っ
た
」

（
大
谷
部
長
）。

通
信
に
つ
い
て
は
、
当
初
か

ら
携
帯
電
話
は
検
討
対
象
外
と

し
、
固
定
電
話
も
通
話
回
線
は

自
社
で
は
行
わ
な
い
こ
と
に
し

た
。
従
量
制
料
金
を
入
れ
る
と

シ
ス
テ
ム
が
複
雑
に
な
り
、
コ

ス
ト
も
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
定

額
制
料
金
に
絞
り
込
ん
だ
。

社
内
連
携
で
工
夫

こ
れ
だ
け
一
気
に
サ
ー
ビ
ス

を
増
や
せ
ば
、
営
業
現
場
が
混

乱
し
そ
う
だ
が
、「
エ
リ
ア
担

当
は
必
要
最
低
限
を
説
明
で
き

る
よ
う
に
し
、
あ
る
段
階
ま
で

進
ん
だ
あ
と
は
、
社
内
の
専
門

部
隊
が
引
き
継
い
で
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
す
る
こ
と
に
し
た
」（
森

田
部
長
）。

そ
の
専
門
部
隊
が
、
鳥
取
ガ

ス
・
鳥
取
ガ
ス
産
業
共
通
の

「
リ
ビ
ン
グ
本
部
リ
ビ
ン
グ
推

進
グ
ル
ー
プ
」
だ
。
内
勤
者
を

含
め
１０
人
が
所
属
し
て
い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
の
責
任
者
で
あ
る

鳥
取
ガ
ス
産
業
執
行
役
員
の
高

田
永
リ
ビ
ン
グ
本
部
リ
ビ
ン
グ

推
進
グ
ル
ー
プ
部
長
は
、「
自

分
を
含
め
ガ
ス
の
営
業
マ
ン
に

は
今
ま
で
経
験
の
な
い
電
気
の

営
業
に
抵
抗
感
が
あ
る
。
各
営

業
所
に
出
向
い
て
研
修
し
て
、

電
気
を
売
る
意
識
を
高
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
」
と
い
う
。

取
扱
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
増

え
る
と
、
社
内
の
情
報
共
有
が

欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
米
セ
ー

ル
ス
フ
ォ
ー
ス
社
の
ク
ラ
ウ
ド

型
の
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
、
営
業
社
員
は
全
員
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
携
帯
し
、
社
外
で
も
使

え
る
よ
う
に
し
た
。

高
田
部
長
は
「
紙
の
資
料
を

オ
フ
ィ
ス
で
用
意
し
な
く
て

も
、
営
業
現
場
で
地
図
か
ら
必

要
な
顧
客
情
報
を
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
検
索
で
き
る
。
私
自
身
は
慣

れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た

が
、
今
で
は
使
わ
な
い
と
仕
事

が
で
き
な
い
」
と
話
す
。

グ
ル
ー
プ
全
体
が
大
き
く
変

わ
っ
た
。
森
田
部
長
は
「
ガ
ス

の
需
要
だ
け
を
追
っ
て
い
て
は

先
細
っ
て
い
く
と
い
う
危
機
感

を
社
内
で
共
有
で
き
た
。
売
り

上
げ
を
維
持
し
、
伸
ば
し
て
い

く
に
は
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
だ
。
当
社
は
地
域
の
下
支
え

に
な
る
会
社
に
な
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。
開
始
し
た
サ
ー
ビ

ス
は
、
そ
う
し
た
方
向
と
親
和

性
の
あ
る
事
業
だ
」
と
話
し
て

い
る
。

鳥
取
ガ
ス
の
意
欲
あ
る
取
り

組
み
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
競
争

激
化
の
中
で
地
方
都
市
ガ
ス
事

業
者
に
求
め
ら
れ
る
ス
ピ
ー
ド

感
で
進
め
ら
れ
た
と
言
え
よ

う
。

【鳥取ガスのプロフィール】

○本社＝鳥取県鳥取市五反田

町 ○創業＝1918 年 ○社長＝児

嶋太一 ○供給区域＝鳥取市内

の一部 ○需要家数＝2万 2680

件(2015 年度。普及率 47.7%) ○

グループ会社＝都市ガス事業の

鳥取ガス、ＬＰガス等販売の鳥

取ガス産業を主軸とする。ガス機

器のメンテナンス･販売の鳥取ガ

スサービス、管工事などの鳥取

ガス設備、情報通信関連事業な

どのジーコミュニケーションネット

ワークなどがある。2015 年に「と

っとり市民電力」を、鳥取市と共

同で設立した。

地
元
企
業
と
の
連
携
を
強
化

大谷部長

昨年開いたガス展では「とりガス電気」の

受け付けカウンターも設けた

鳥取ガスの東郷太陽光発電所も

とっとり市民電力の電源に

谷本課長

とっとり市民電力のスキーム

出典：鳥取市の環境・エネルギー構想

ガ
ス
使
用
量
な
ど
の
情
報
を
入

力
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
該
当
す
る

顧
客
が
地
図
上
に
表
示
さ
れ
る

社
内
周
知
や
各
種
情
報
は
ク
ラ

ウ
ド
を
通
じ
社
員
全
員
で
共
有

す
る

高
田
部
長

森
田
部
長
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